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　　　　　　ごアコンフィルタＬに増殖するカビ

　　　　　　菅原文子

　　　　　　(郡山女大)

目的。暖冷房に使用されるルームエアコンのフィルターには使用中に塵埃が蓄積し、塵埃

にカビや細菌が増殖する。エアコンからの送風によりフィルタ上に増殖した菌類が室内に

放出され、アレルギー性の体質の人に喘息発作などの原囚となる。エアコンに蓄積される

塵埃に増殖するカビの室内放出の濃度変動を明らかににすることにより罹患の防除となる

と考える。放出菌の濃度変動を捉えるとともに塵埃に増殖するカビの同定を行った。

方法。室内に設置されてるエアコンを木質の支持棒にビニールシートを貼ってエアコンを

覆い、ビニールシートの下部の内部に測定器をおきエアコンからの放出菌を捕集した。測

定器は２分ごとの濃度変動がもとめられるM/Gエアサンプラを川いた。培地はカビ用のPDA

とと細菌用のトリプトソイ培地の2種類である。捕集された菌の内、カビを1種類づつ分離

して斜面培地に移してスライドカルチャー法によって同定を行った｡

結果。エアコンの稼働直後からサンプリングを始め、2時間連続して測定した。濃度変動

はi.エアコンの稼働スイッチをいれた直後から好悪濃度のカビが放出され､時間経過とと

もに濃度は減衰するが測定開始より1時間経過を境にして急激の減衰する。サンプリング

はカビと細菌を対象としたが、カビの濃度に比して細菌濃度は低くかった。

　同定から求められたカビの属はAsperai11 us属、Penic日卜um屈、Clad sp( rium属

Khizopiis属、Cphalosprium属、Lomaii ihaliS,、Vertie目I i um属、Chaelophk属、Arthriniuni

属、UIocad i um属などである。この中には室内環境に浮遊し、アレルギー疾患のアレルゲ

ンとなるカビが多く含まれている。
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　【目的】わが国は暖房と同様に冷房の必要性が高く、切り替えが容易な冷温風式の冷暖房

装置の使用が一般的である。しかし、対流を主成分とするため送風による不快感を感じ易

い。一方、放射が主成分ならば、柔らかい感覚の快適な暖房を行うことができる。以上の

ような理由から、温水暖房用放熱器の評価について研究を行った。

　【方法】①グローブ温度計により平均放射温度、放熱器の表面温度、室内空気温度分布、

相対湿度、外気温等を熱電対とデーターロガーを用いて測定した。 ＰＭＶ、ＰＰＤを算出し

て快適性について評価した｡②人体モデルとして30cmｘ30cmのカーボン面発熱体を定電

圧で発熱させ､位置を様々に変えた時の放熱器及び周囲の影響による面発熱体表面温度の

変化をサーモカメラで測定した｡③室内各点での空気温度を測定し、暖房を行っている部

屋と暖房を行っていない部屋の空気温度分布の相違について分析した。以上の実測を以下

の期間、場所で行った。
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　【結果】①実測中の温水送り温度の変化が著しく、平均放射温度と湿度、さらにＰＭＶ、

ＰＰＤが大きく変動した。②放熱器とカーボン面発熱体との距離が大きくなるほど２面間

の交換熱量が減少していった。③暖房を行っている部屋では､放熱器の周囲0.5 m以内は

温度が高く分布にもばらつきがあるが、大部分の室内空気温度は温度差I℃以内と均一で

あった。暖房を行わない部屋ではコールドドラフトを測定する予定であったが､窓ガラス

が断熱性の高いものに交換されていたため、ドラフトの影響は顕著ではなかった。
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